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ステージでうまれるもの

鷹栖町立北野小学校長 南山 夕子

多くの学校で、学芸会のように、保護者や地域の皆様の前で子どもたちが発表を行う行事を開催しています。

もちろん、普段の授業でも歌ったり劇をしたりすることはできます。しかし、観客の前でステージに立つ

という経験は自分の表現力を最大限に発揮し、他の人々に感動や喜びを与えることのできる非日常的な機会

です。真剣に演じる者と観客の拍手によって生まれる空気は、普段の生活ではなかなか感じることができな

いのではないでしょうか。

私が学生だった頃、合唱コンクールを見に行きました。席は出演者の関係者が中心で、のんびりとアットホ

ームな雰囲気でしたが、一応地区大会への予選も兼ねていました。ある学校の演奏が始まり、少しすると突然

「カラーン、カラーン！」という音が鳴り響きました。傾斜のある会場で、空き缶が会場の中心あたりから下

に転がっていったのです。会場では、もちろん飲食は控えるようアナウンスや掲示で注意が呼びかけられてい

ましたが、演奏の合間に飲み物を口にする方がいたのでしょう。

その音と“譜めくり”のタイミングが重なり、伴奏者は楽譜を下に落としてしまったのです。伴奏は１５秒ほ

ど止まりましたが、歌は伴奏がなくても続いていきました。演奏が終わっても，伴奏者はすぐにビアノを離れ

ることはできませんでした。しかし、お客さんは伴奏者に体を向けて大きな拍手を送りました。「がんばった！」

のかけ声も聞こえました。演奏者に対する温かな応援の空気で会場がいっぱいになりました。

私の忘れられないステージの一つです。

過日、開催された北野小学校学芸会には、多くの保護者の皆様がご来校いただきましたことに感謝申し上げ

ます。「主役は君だ！ 心を一つに 思い出に残る最高の舞台」というテーマのもと、子どもたちは仲間と共

に一つの発表を創り上げる喜びと達成感を味わったことでしょう。

学芸会という行事では、練習に取り組む中での仲間との連携や観客との共感を通じて、新たな友情や協力関

係が築かれます。これは日常の授業では得られない、意義深い学びであ

ると考えています。ここで得た子どもたちの成長を、次の段階に繋げる

ために、私たちはさらに力を尽くしていきたいと思います。

６年生は、発表の場がもう少し先になります。また、11月2日（木）

には鷹栖町の児童生徒音楽発表会が予定されています。引き続き、熱い

ご声援と温かい拍手をお願いいたします。

北野小学校合言葉 『きらめく たのしく のびゆく 北野小』



10月2１日（土）に１年生から５年生までの学芸会を実施することができました。今年は学年入れ

替え制でしたが、多くの観客がいる中で開催することができました。保護者の皆様におかれましては、

感染予防のためのご協力を、また、ＰＴＡ役員の皆様には保護者の方の誘導など、ご協力をいただきま

した。ありがとうございました。子どもたちは学芸会で学んだ経験を今後の学習や生活に生かしてほ

しいと思います。なお、６年生は１２月８日（金）参観日の中で実施いたします。
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４年ぶりの「鷹栖町児童生徒音楽発表会」

４年ぶりに「鷹栖町児童生徒音楽発表会」がメロディホールで行われます。北野小からは５年、６

年が出演します。頑張って練習してきましたので、お時間に余裕があれば是非見にいらしてくださ

い。

日時 １１月２日（木） 13:00 開会式後 北野小学校が最初に発表します。


